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強酸水の殺菌効果
一噴霧器を用いて消毒の有効性について一
16階西　Q鳥居　清起　大瀧
1．はじめに
　近年、強酸水の殺菌力が注目されている。
　強酸水とは、水道水に食塩を加え、電気分解によっ
て生成されるph　3以下の水のことである。又、ほとん
どの細菌、ウイルスに効果を示し、皮膚や粘膜1と無害
である。当病棟ではすでに、強酸水生成装置が設置さ
れており、原料が水である為、安価に入手できる。
　しかし、この水は菌やウイルス、血液等の蛋白の存
在で瞬時に失活してしまう。又、空気や光に触れるこ
とで、ph、電位の変化が起きて殺菌力が低下するとい
う欠点がある。
　現在病棟では、手指や器具の消毒に、主にウェルパ
スを使用しているが、①非常に高価である②手荒れ等
の副作用を引き起こす③残留性が高い④耐性菌の出現
等の欠点がある。
　もし、簡易な噴霧法で強酸水の殺菌力がウェルパス
と同等の効果があるなら、環境整備に活用できるので
はないかと考えた。そこで、強酸水の欠点を考慮しな
がら、ウェルパスと比較して院内感染防止における有
用性について、実験・検討を行ったので、ここに報告
する。
2．研究期間
平成7年11月2日～12月7日
3．研究方法
対象：①プラスチック②皮膚③布（綿）④毛（カー
　　　ペット）⑤ゴム⑥タイル
条件：生成して3日以内の遮光・密閉保存されてい
　　　る強酸水を使用
方法：①対象物に20cm×20cmの範囲を設定する　②
　　　消毒前の対象物より擦過法にて採取③対象物
　　　1ビウェルパス及び、強酸水を20cm離iして、3
　　　回（2．0～2．5mの噴霧する④15秒後、擦過
　　　法にて各々採取し、普通寒天培地・マンニッ
　　　　ト食塩寒天培地・NAC寒天培地におけるコ
　　　ロニー数を算定する
4．結果
①プラスチック（オーバーテーブル）　〔図1参照〕
　強酸水：毎回、菌が消失
　ウェルパス：毎回、菌が消失
②手指（皮膚）　〔図2参照〕
　強酸水：6回中2回、菌が減少。2回は消毒前より
　　　　菌が増加
　ウェルパス：毎回、菌が減少、又は消失。
③布（綿）　〔図3参照〕
　強酸水：6回中2回、菌が減少。3回は増加
　ウェルパス：6回中5回、菌が減少、又は消失
　　　　　　　1回は増加
④毛（カーペット）　〔図4参照〕
　強酸水：5回中4回、菌が減少。1回は増加
　ウェルパス：毎回、菌が減少、又は消失
⑤ゴム（シューズ裏）　〔図5参照〕
　強酸水：6日中4回、菌が減少、又は消失
　ウェルパス：6回中5回、菌が減少、又は消失
　　　　　　　1回は増加
⑥タイル（浴室）〔図6参照〕
　強酸水：5回中4回、菌が減少
　ウェルパス：毎回、減少
〔図1〕プラスチック（オーバーテーブル）
1 2 3 4 5 6
消毒前 225 ｝ 36 20 7401080
強酸水 一 一 ｝ ｝ 『 『
ウェルパス 一 一 一 『 一 一
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〔図2〕手指（皮膚）
1 2 3 4 5 6
消毒前 一 一 4 11054010 25
強酸水 一 5 4 70 80 80
ウェルパス 一 一 『 一 70 一
〔図3〕布（綿）
1 2 3 4 5 6
消毒前 15 一 2703701075『
強酸水 5 5 2000 15 1370｝
ウェルパス 一 一 一 一 590 10
〔図4〕毛（カーペット）
1 2 3 4 5 6
消毒前 15 110 95 一 460 20
強酸水 95 10 10 一 15 10
ウェルパス 5 一 一 一 『 一
〔図5〕ゴム（シューズ裏）
1 2 3 4 5 6
消毒前 20 125 18 30 1750250
強酸水 10 250 47 一 25 20
ウェルパス 一 1580 5 『 一 一
〔図6〕タイル（浴室）
1 2 3 4 5 6
消毒前 55 一 3887002530 20
強酸水 190 一 18 110 480 10
ウェルパス 一 一 6 『 825 一
※尚、1回目の菌検出数が少なかったので、2回目に
　限り菌液1㎡について検索をした。又、3回目まで
　消毒前の菌検出数が少なかった為、4回目以降は生
　理食塩水の代わりにSCDLPブイヨン使用
5．考察
　強酸水は、他の多くの消毒薬と同等の殺菌力がある
ことは既に報告されているが、そのほとんどは浸す、
流すという方法でおこなわれたものである。私達の行
った噴霧法では、ウェルパスの方が殺菌効果があると
いう結果になった。しかし、素材別にみると同等の効
果がみられたものもあった。
　今回6種類の素材で実験したところ、平面のプラス
チック（オーバーテーブル）には同等の効果がみられ
た。その他のものには著名な効果がみられなかった。
その理由として以下のことが考えられる。
1）手指（皮膚）：強酸水は蛋白との接触で瞬時に失
　活するという特徴がある。噴霧法では、殺菌力は水
　滴が接触した部分に限定される。その為、それ以外
　の部分には菌が残存しており、著名な効果が得られ
　なかったのではないかと考えた。ウェルパスは蛋白
　に接触しても失活するすることがなく、又、水滴が
　対象素材に接触した部分にかぎらず、ひろがった部
　位にも殺菌効果が持続している。よって、菌の著明
　な減少が認められたのではないかと思われた。この
　事から手指の消毒方法として、手指全体に強酸水の
　水滴が接触するよう、十分な噴霧をすることが必要
　である。又は、強酸水の流水を使用することが適し
　ていると思われた。流水では、生成直後の水を手指
　全体に接触させることができる。さらに水圧によっ
　ても、菌を落下させることが出来る為、効果的であ
　ると考えた。
2）毛（カーペット）・布（綿）：強酸水は表面に触
　れ、瞬時に失活してしまう為、浸透していった水に
　は殺菌効果がない。しかし、ウェルパスは、浸透し
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　ていった薬液にも殺菌効果が持続しているので、強
　酸水より効果がみられたのではないかと考えた。よ
　って、強酸水で確実な殺菌効果を得るには、素材を
　完全に浸す必要がある。
3）ゴム（シューズ裏）・タイル（浴室）：浴室は傾
　平している床面から、又、シューズ裏は靴を立てた
　状態から採取した。その為、噴霧した部分から薬液
　が流れたと考えられた。強酸水は水滴が接触した後
　失活する為、その水が流れて接触した部分は殺菌さ
　れない。しかし、ウェルパスは付着した後も殺菌効
　果が持続しているので、流れて接触した部分にも殺
　菌効果が及ぶ。その為、強酸水より著明な菌の減少
　がみられたのではないかと考えられた。今回め実験
　では、対象素材を水平に保てなかった為、前述のよ
　うな結果になったと思われた。しかし、ゴム・タイ
　ルはプラスチックと同様、平面で吸収性がない為、
　オーバーテーブルと同様の効果を期待しても良いと
　考えた。だが、浴室は広範囲の為、噴霧器では逆に
　時間も労力もかかる。当病棟では、浴室に機械が設
　置されている為、流水による消毒方法が適切である
　と考えた。
　今回、消毒前より消毒後の方が押下が増えたものに
関しては、擦過手技と消毒時の噴霧法に問題があった
のではないかと考えた。まず擦過手技については、使
用した綿棒が小さい為、20c㎡の面積をまんべんなく擦
過出来なかったのではないかと思われる。又、噴霧し
た水滴は、約直径20cmの円形に広がる為、20c㎡の四角
形の角には、水滴が付着していなかった可能性がある。
さらに、中心に液が集中し、中心から離れるほど水滴
がまばらに付着する為、対象物を均一に消毒出来なか
ったのではないかと考えた。この様なことが、消毒後
に置数が増加する原因となったのではないかと思われ
た。
6．結論
　以上のような結果・考察から、強酸水の噴霧法でウ
ェルパスと同等の殺菌効果がみられたのは、平面で吸
収性のない物質のみであった。
7．まとめ
　今回の実験で、強酸水も素材を選べば噴霧法でも効
果があることがわかった。強酸水の使用範囲は限られ
るが、ウェルパスの欠点を考えと、副作用の全くない
強酸水を使用したほうがより良いと思われる。
　ただし、噴霧法は十分野噴霧が必要であり、素材が
濡れてしまうことを考えると、使用範囲が限定される。
よって、ゴム便器や体温計、洗面台等に適していると
思われた。
　今回、予測した結果が出なかった物に関しては、環
境整備に全面導入するために今後の方法の改善・検討
が必要である。
　この研究にあたり、御指導・助言・御協力をして下
さいました微生物学教室の小池先生に、深く感謝致し
ます。
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